
東京都市計画地区計画の変更（北区決定） 

都市計画補助８３号線周辺南地区地区計画を次のように変更する。 

名     称 補助８３号線周辺南地区地区計画 

位     置  ※ 北区中十条一丁目及び中十条二丁目各地内 

面     積  ※ 約１７．７ha 

地区計画の目標  本地区は、ＪＲ京浜東北線東十条駅の南西側、ＪＲ埼京線十条駅の東側に位置している。本地区を含む一帯は、東京都防災都市

づくり推進計画の重点整備地域に位置づけられており、北区は「北区都市計画マスタープラン」、「十条地区まちづくり基本構想」

において、木造密集市街地の改善を課題に掲げ、防災生活圏促進事業や住宅市街地総合整備事業による防災まちづくりを推進して

いる。本地区に係る延焼遮断帯としては都市計画道路補助８５号線、ＪＲ東北新幹線・ＪＲ京浜東北線等の軌道敷がある。 

本地区を南北に縦断する都市計画道路補助８３号線は、避難路となっており「道路整備と一体的に進める沿道まちづくり」によ

り、避難路としての機能確保を図るとともに後背市街地も含めた一帯の防災性の向上を図っている。併せて、都市計画マスタープ

ラン、十条地区まちづくり基本構想に示す歴史的な景観と利便性が調和した良好な居住環境の創出を図り「災害に強く、ゆとりと

うるおいのある安全で活気と魅力があふれるまち」の形成を目指す。 

区
域
の
整
備
・
開
発
及
び
保
全
に
関
す
る
方
針 

土地利用の方針  幹線道路の拡幅整備による利便性の向上と、重点的に改善すべき木造密集市街地である地区特性を踏まえ、地区内を次のように

区分し、土地利用の方針を定める。 

１ ８３号線沿道Ａ地区 

    補助８３号線の避難路としての機能確保とともに、幹線道路沿道で東十条駅に至近の利便性の高い近隣商業地としての

土地利用の増進を図るとともに、後背住宅地と調和した良好な街並みの形成を図る。 

２ ８３号線沿道Ｂ地区 

補助８３号線の避難路としての機能確保とともに、近隣住民の生活利便性の向上に資するよう、商業と住宅が共存し

た土地利用への誘導を図るとともに、後背住宅地と調和した良好な街並みの形成を図る。 

３ ８５号線沿道地区 

    補助８５号線の延焼遮断帯及び避難路としての機能の一層の確保とともに、幹線道路沿道の住宅市街地として居住環境

の向上を図る。 

　変更計画書



 ４ 住居地区 

    木造密集市街地の防災性の向上及び居住環境の改善を図り、安全でゆとりとうるおいのある住宅市街地の形成を図る。 

５ 近隣商業地区 

    東十条駅周辺と十条駅周辺を連絡する、利便性の高い近隣商業地として維持するとともに、より一層の活性化を図る。 

地区施設の整備の方針 １ 地区一帯の交通処理機能を担い、災害時は避難等を行う動線としての役割を果たすため、補助８３号線に接続する補助幹線

道路を地区施設として定める。 

２ 住宅地内の交通の主要動線となり、震災時の消防活動困難区域の解消や延焼防止及び避難行動の円滑性、平常時の歩行者の

安全性を確保するため、主要生活道路を地区施設として定める。 

３ 生活道路としての機能とともに、災害時の円滑な避難等を行う動線としての機能を確保し、道路のネットワーク化を図るた

め、区画道路を地区施設として定める。 

４ 地区のゆとり空間を創出し、居住環境の向上に資するとともに、災害時の防災活動の拠点としての機能を維持するため公園

等を地区施設として定める。 

建築物等の整備の方針  避難路としての機能確保と後背市街地も含めた一帯の防災性の向上を図るとともに、景観と利便性が調和した良好な居住環境の

創出を図るため、建築物等の整備の方針を以下のように定める。 

１ 良好な居住環境の創出を図るため、建築物等の用途の制限を定める。 

２ 土地の細分化を防止して延焼危険の低減と居住環境の向上を図るため、敷地面積の最低限度を定める。 

３ 防災性の向上と良好な居住環境の形成のため、壁面の位置の制限を定める。 

４ 壁面の位置の制限を定める土地の区域（壁面線と道路境界線との間の区域）における道路空間の確保を図るため、通行の支

障となるような固定的な工作物の設置の制限を定める。 

５ 地区の良好な街並みの形成を図るため、建築物等の形態又は色彩その他の意匠の制限を定める。 

６ 避難時の安全性の向上と緑豊かで良好な居住環境の形成を図るため、垣又はさくの構造の制限を定める。 

その他当該区域の整備、

開発及び保全に関する方

針 

 地区内では、現存する緑の維持・保全を図るとともに、植栽可能な空間を有効に活用して緑化を推進し、緑豊かな街並みを形成

する。 
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区
整
備
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地区施設の配

置及び規模 

種類 名称 幅員（ ）は地区外を含めた全幅員 延長 備考 

道路 補助幹線道路１号※ １０ｍ～１３ｍ 約１４０ｍ 既設 

補助幹線道路２号※ ５ｍ（１０ｍ～１１ｍ） 約１７０ｍ 既設 

主要生活道路１号 ６ｍ 約１４０ｍ 拡幅 

主要生活道路２号 ２ｍ～３ｍ（６ｍ） 約１１０ｍ 拡幅 

区画道路１号 ２ｍ（４ｍ） 約１５０ｍ 拡幅 

区画道路２号 ４ｍ 約１６０ｍ 拡幅 

区画道路３号 ４ｍ 約３４０ｍ 拡幅 

区画道路４号 ４ｍ  約５０ｍ 拡幅 

公園 名称 面積 備考 

児童遊園１号 約３６０㎡ 既設 

建
築
物
等
に
関
す
る
事
項 

地区の

区 分 

名称 ８３号線沿道Ａ地区 ８３号線沿道Ｂ地区 近隣商業地区 ８５号線沿道地区 住居地区 

面積 約１．１ha 約３．６ha 約１．３ha 約１．２ha 約１０．５ha 

建築物等の用途の

制限 ※ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 次に掲げるものは建築してはならない。 

１ 風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律（昭和２３年法律第

１２２号。以下「風営法」という。）第２条第１項第２号及び第３号から

第５号に掲げる営業の用に供する建築物 

― 

― ２ 建築基準法（昭和２

５年法律第２０１号。

以下「法」という。）

別表第２（に）項第３

号に規定するボーリ

ング場等の運動施設 

― ２ 法別表第２（に）項第３号に規定するボーリン

グ場等の運動施設 

 

３ 法別表第２（に）項第４号に規定するホテル ― 



又は旅館  

― ４ 法別表第２（は）項

第５号に規定する店

舗、飲食店その他これ

らに類する用途に供

するものでその用途

に供する部分の床面

積の合計が３，０００

㎡を超えるもの 

５ 法別表第２（ほ）項

第３号に規定するカ

ラオケボックスその

他これに類するもの 

建築物の敷地面積

の最低限度 

６５㎡  

 ただし、次のいずれかに該当する６５㎡未満の土地については、その全部を一つの敷地として使用する場合、この限りではない。 

（１） 本地区計画の決定告示日において、現に建築物の敷地として使用されている土地又は現に存する所有権その他の権利に基

づいて建築物の敷地として使用することとなる土地 

（２） 本地区計画の決定告示日以後に公共施設の整備により分割された土地 

（３） 本地区計画の決定告示日以後に公共施設の整備により代替地として譲渡された土地 

（４） 法第５３条の２第１項第２号に規定する公衆便所、巡査派出所その他これらに類する公益上必要な建築物の敷地となる土

地 

壁面の位置の制限 １ 建築物の外壁又はこれに代わる柱の面は、計画図に表示する次の各号の壁面線を超えて建築してはならない。 

（１）１号壁面線：道路中心から３ｍ 

（２）２号壁面線：道路中心から４ｍ 



― ２ 建築物の外壁又は

これに代わる柱の面

から隣地境界線まで

の距離は、０．４ｍ以

上（ただし、床面積に

算入されない出窓の

外壁等は除く）としな

ければならない。 

壁面後退区域にお

ける工作物の設置

の制限 

 壁面線と道路境界線との間の区域には、門、塀、垣、さく、広告物、駐車施設、自動販売機その他歩行者の通行の妨げとなるよ

うな工作物を設置してはならない。ただし、交通標識等の公益上必要なもの、歩行者の通行の安全を図るために必要なものその他

これらに類するものは除く。 

建築物等の形態又

は色彩その他の意

匠の制限 

１ 建築物の屋根又は外壁の基調となる色彩は、低・中彩度の範囲内を原則とし、周辺環境と調和した落ち着きのある色彩にする

とともに、形態、意匠は周辺の街並みと調和したものとする。 

２ 屋外広告物等の色彩、形態、意匠は、周辺の街並みに配慮したものとし、回転灯は使用してはならない。また、腐朽し、腐食

し、破損し又は燃焼しやすい材料を使用してはならない。 

垣又はさくの構造

の制限 

道路に面して垣又はさくを設ける場合は、震災時の倒壊危険防止を図るとともに、緑化による安全で快適な歩行者空間を生み出

すため、生け垣又は透視可能なフェンス、鉄柵等とする。ただし、次の各号のいずれかに該当する場合はこの限りではない。 

（１）フェンス等の基礎で地盤面から高さ０．５ｍ以下のもの 

（２）法令等の制限上やむを得ないもの 

土地の利用に関する事項  緑豊かな街並みを形成するため、既存樹木の維持・保全を図るとともに、敷地内緑化、屋上緑化、壁面緑化などにより、緑化を

推進する。特に大規模敷地や公共空間においては積極的に取り組む。 

                                                            ※は知事同意事項 

「地区計画の区域、地区整備計画の区域、地区施設の配置及び壁面の位置の制限は、計画図表示のとおり。」 

（理由） 風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律の一部改正に伴う規定の整備を行うため、地区計画を変更する。 



 

 東京都市計画地区計画 補助８３号線周辺南地区地区計画 総括図  〔北区決定〕 

補助８３号線周辺南地区地区計画 

変更箇所 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京都市計画地区計画 
補助８３号線周辺南地区地区計画   計画図１            〔北区決定〕 

Ｎ 

この計画図は、東京都知事の承認を受けて、東京都縮尺１／２，５００地形図（道路網図）を使用して作成したものです。ただし、計画線は、都市計画道路の計画図から転記したものです。 

無断複製を禁ず。  （承認番号）21都市基交第238号・平成21年9月7日、21都市基街測第66号・平成21年8月11日 

住居地区 

住居地区 

住居地区 

住居地区 

近隣商業地区 

近隣商業地区 

83号線沿道Ａ地区 

83号線沿道Ｂ地区 

85号線沿道地区 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京都市計画地区計画 
補助８３号線周辺南地区地区計画   計画図２            〔北区決定〕 

Ｎ 

この計画図は、東京都知事の承認を受けて、東京都縮尺１／２，５００地形図（道路網図）を使用して作成したものです。ただし、計画線は、都市計画道路の計画図から転記したものです。 

無断複製を禁ず。  （承認番号）21都市基交第238号・平成21年9月7日、21都市基街測第66号・平成21年8月11日 


